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1. 概要（Summary ） 
 出血に対して，電気放電で生成する低温プラズマを

照射して血液凝固を生じさせることで，止血すること

ができる[1]．プラズマ技術を活用した止血は，組織損

傷を軽減して術後障害を予防できると考えられるの

で，低侵襲の外科手術実現の切り札として期待されて

いる．しかしながら，どのような機構によってプラズ

マが血液を凝固させているのかについて，まだ詳細が

明らかとなっていない．止血のメカニズムには、血小

板による一次止血と、凝固系タンパクのによる二次止

血が知られており、凝固系タンパクの活性化には酵素

反応がよく知られているところである．一方で血液中

生体物質に生成したフリーラジカルについては，疾患

の発症と進展に関連して，その病態医科学的な意義が

注目されるようになっている[2]． 
 そこで，プラズマの照射によって発生するフリーラ

ジカルについて，特に血液中に生じたラジカルを調べ

る必要が生じた．本解析では，プラズマ照射生体試料

の電子スピン共鳴（ESR）装置による測定によって，

生体試料中のフリーラジカルの発生について明らか

とすることができた．  
2. 実験（Experimental） 
 本研究では，プラズマを作用させた生体試料を準備

して，ESR 測定した． 
3. 結果と考察（Results and Discussion） 

プラズマ照射生体試料の電子スピン共鳴（ESR）装

置による測定によって，生体試料中フリーラジカルの

発生について明らかとすることができた． 
・今後の課題 
 検出されるフリーラジカル種を増やし，発生量を定

量分析する必要もある． 
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